
令和5年7月時点

１.事業概要

大学・高専機能強化支援事業
（高度情報専門人材の確保に向けた機能強化に係る支援）【支援２大学】

事業概要

学校種 大学 都道府県 愛媛県
申請形態 研究科等の設置・増員＋学部等の設置・増員（一般枠）

選定年度 令和5年度 学校コード F138110110382
大学名 愛媛大学 設置区分 国立

愛媛県と締結した『愛媛県デジタル人材の育成・確保に向けた連携・協力に関する覚書』に基づき、「デジタル人材育成に、教える側として参画できる人材」や「デジタル
情報人材として、自身の分野にデジタル情報を活用できる人材」の質的・量的に強化するため、情報科学と数理科学を融合した理工学研究科博士前期課程「数理情
報プログラム」の入学定員を20名増員するとともに、工学部工学科に入学定員30名の『デジタル情報人材育成特別プログラム』を設置する。管理・教育体制として、新
たに全学組織の「デジタル情報人材育成機構（仮称）」を設置し、新たに採用する３人の実務経験を有する教員を中心として地域・産業と連携して、プロジェクト
遂行力やシステム開発力を涵養させる指導を強化する。また、「分野×デジタル情報」の教育プログラムを大学院の全研究科共通科目として設置し、産業イノベー
ション、地方創生に貢献できる人材を育成する。令和10年度には博士前期課程「数理情報プログラム」の定員を更に12名増員する予定である。



２.基本情報
大学全体の収容定員数等の変化（予定）

博士課程 修士課程 大学院計 学士課程
増員前 500 500 2,020
増員後 564 564 2,140
増分 0 64 64 120
増員前 728 728
増員後 792 792
増員前 68.7% 68.7%
増員後 71.2% 71.2%
増分 #VALUE! 2.5% 2.5%

※正規課程の人数
※令和5年5月1日時点

改組・増員前の組織情報
課程 入学定員 収容定員

計 0 0

計 0 0
250 500

計 250 500

計 0 0
510 2020

計 510 2020

計 0 0
※情報系組織の改組・増員に関わる組織のみを記入。コース等で実施の場合はコース等単位で記入。
※学士の入学定員には編入学定員を含む。

改組・増員後の組織情報（予定）
課程 入学定員 収容定員

計 0 0
改組前との差 0 0

計 0 0
改組前との差 0 0

282 564

計 282 564
改組前との差 32 64

計 0 0
改組前との差 0 0

540 2140

計 540 2140
改組前との差 30 120

計 0 0
改組前との差 0 0

改組・増員後の情報系組織の学位分野（予定）
課程

理学関係 工学関係

工学関係

大学全体の情報系組織の収
容定員

大学の全組織の収容定員

情報系組織の収容定員の占
める割合

組織名

博士

情報系

情報系以外

学士

情報系
工学部工学科

情報系以外

修士

情報系
理工学研究科理工学専攻

情報系以外

情報系以外

組織名 所在地

博士

情報系

情報系以外

学士 工学部工学科

組織名 学位分野（主なもの6つまで）

博士

修士 理工学研究科理工学専攻

愛媛県松山市

学士

情報系

工学部工学科 愛媛県松山市

情報系以外

修士

情報系

理工学研究科理工学専攻 R6増員、R10増員

R6増員

改組時期・内容

R6増員、R10増員

R6増員

改組時期・内容



愛媛大学令和５年度選定 支援２（一般枠）
改組内容
＜基本情報＞

改組内容：研究科等の設置・増員＋学部等の設置・増員
情報系組織名：＜学士＞工学部工学科（デジタル情報人材育成特別プログラム）

＜修士＞理工学研究科理工学専攻（数理情報プログラム）
情報系組織の入学定員：＜学士＞【R6増員】改組後30名

＜修士＞【R6増員】改組前29名 → 改組後49名
【R10増員】改組後61名

所在地：愛媛県松山市

文部科学省「成長分野を支える情報技術人材の育成拠点の形成（enPiT）」の連携校としての
活動実績などに基づく博士前期課程数理情報プログラム（数理科学分野と情報科学分野を融合
して新設）及び工学部工学科デジタル情報人材育成特別プログラム（新設）を量的・質的に強化し、
学生に人工知能分野、データサイエンス分野、システム開発分野の基礎から実践までを修得させる。
① 「デジタル技術を作る人材」の育成
② 「デジタル人材育成に、教える側として参画できる人材」 の育成
③ 「デジタル情報人材として、自身の分野にデジタル情報を活用できる人材」 の育成
管理・教育体制として、新たに全学組織の「デジタル情報人材育成機構（仮称）」を設置

愛媛県の目指す姿
2030年までにDXを支えるデジタル人材を１万人輩出
①愛媛県からは県内においてデジタル人材を育成する指導的
役割を担うことができる大学院修了生を、可能な限り多く輩出
することが要望されている。
②数理情報プログラムへの進学者数が着実に増加している。
③高校生の総合情報学への志願者数が着実に増加している。

基本情報 背 景

覚書を締結する愛媛県知事と４大学長愛媛大学デジタル情報人材育成の特徴・コンセプト 改組後の大学院教育内容

◆工学部工学科・デジタル情報人材育成特別プログラム
✓ 既設の情報系のカリキュラムに、数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（応用基礎レベル）
に必要な科目を追加で開講
✓ 学部教育において、デジタル情報人材育成特別プログラムに所属する学生の履修指導や卒業研究指導を
実務経験を有した教員が担当
✓実務経験を有した教員と協働して地域の課題を対象とした「分野融合PBL」を実施
✓ 地域の課題をデジタルを利活用して解決する卒業研究を実施

◆理工学研究科博士前期課程・数理情報プログラム
✓ 地域・産業（愛媛県、松山市、伊予銀行、愛媛新聞、四国電力、今治造船、県内中小企業な
ど）と連携した「DS/AI活用PBL演習I、II」において、実務経験を有した教員と協働することによって、
プロジェクト遂行力やシステム開発力を涵養させる指導を強化
✓ データサイエンス・人工知能・プログラム開発・情報基盤に関連する科目などの単元に、産業界を含む社
会からのニーズを適切に取り込み、実システムの開発動向などに基づく演習を適切に導入するために、実務
経験を有した教員と現教員とが協働して指導や教材開発を強化

◆理工学研究科博士後期課程
✓ リサーチインターンシップの質的強化として、地域・産業（愛媛県、松山市、伊予銀行、愛媛新聞、
四国電力、今治造船、県内中小企業など）と実務経験を有した教員と協働することによって、学生が
プロジェクト遂行力やシステム開発力を涵養できるプロジェクトを実施
✓ 実務経験を有した教員が研究指導・助言することによって、博士研究の課題設定や出口成果に
社会実装の観点を強化

◆大学院の全研究科共通科目の新設
✓ 自身の分野にデジタル情報を活用するために必要な知識・技能を涵養する科目を新設

デジタル情報人材育成機構（仮称）の設置

◆主な役割
✓ 理学部／工学部、理工学研究科における「高度情報専門人材」の育成
✓ 全学の学部・研究科等におけるデジタル情報人材の育成
✓ 愛媛県内を対象とした出来たる情報人材育成のためのリカレント・リスキリング
✓ 愛媛県内の初等中等教育における情報教育の支援

取組概要

改組後の学部教育内容




